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看護学生のみなさん、こんにちは！ 
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もっているということは、当院の事をご存知の方も多いのかもしれませんね。 

 当院は、右京区にある私立病院で一番大きな病院です。太秦の住宅街にあり、地域に根ざし

た医療活動を行っています。誰にでも医療が届けられるように、経済的な理由や社会的な問題

にも一緒に取り組み、患者さんの人生の伴奏者として多職種で協力し合う、あたたかい病院で

あります。当院に受診・通院している職員もいるとよく聞くので、職員からも愛されていると

いえますね。 

 私は、1 年目から、手術室配属となり、学生時代に学んだことはどこへやらと、専門職の道を

叩いたことを実感しました。しかし、何度も手術に入るうちにできることも多くなり、日に仕

事が 実習と毎日新しい課題に取り組んでおられ

ると思います。その積み重ねは、仕事においても、とても役に立ちます”あの時の実習にくらべ

れば！” ”国試前の勉強量にくらべれば！”  

当院では、消化器外科・整形外科・産婦人科・泌尿器科・耳鼻科など呼吸器外科を除くほと

んどの科の手術をおこなっています。また、手術室看護の特徴として、手術をおこなう全ての

科に入る事ができるので解剖や病態を深めることができ、その対象も小児から老年まで。幅広

い看護を実践することができますよ。小児患者に対して、ちいかわでプレパレーションをする

日もあれば、帝王切開のお産に立ち会うこともあり。老年患者に対して褥瘡をつくらない手術

体位を考え、看護する日もあります。手術室では、毎日・毎週・毎月いろいろな学びがありま

す。 

 手術で使う器械の話ですが、事前にどの器械をだすかなど執刀医と看護師で話し合い、決め

ています。器械えらびは、執刀医の手術の効率性にも関わり、使いにくい器械であれば、手術

につながり、引いては患者さんの負担が増えることにもつながります。同じ執刀医の手

術に何度か入っていると、好みの器械や針をつける角度、タイミングなどがつかめ、個別に沿

った器械だしは、執刀医が手術に集中できているという空気になり、一体感を感じる時があり

ます。そんな時、「あなたにまかせるよ」と言われた時には、この上ない喜びとやる気に満ち溢

れます！ 

 最後に、私はチームや集団という言葉が苦手でありましたが、ただ単に”むれる”という意味

でないことを最近おもいました。１つの手術室内では、それぞれの役割をその人だけが担って

いることがあります。1 人のリーダー看護師はリーダー業務に、1 人の器械だし看護師は器械だ

しに徹します。その他の役割も同様です。個人仕事のように思いますが、それぞれの役割を認

め、信用しているからこそ、自分の看護に集中できる安心があると思います。そんなチームの

一員に私もなれるよう毎日がんばっています。 











 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 

 


